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 第４０号           シルバーなわて       令和 ２年 ９月１５日      （２） 

令令
和和
２２
年年
度度  

定定
時時
総総
会会
報報
告告  

 

 
６
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
会
議
研
修
室
に
お
い
て
、
会
員
総
数
４ 

４
９
名
の
う
ち
、
出
席
者
数
８
名
、
書
面
議
決
に
よ 

る
者
３
７
８
名
、
計
３
８
６
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大 

防
止
の
観
点
か
ら
三
密
を
避
け
、
ご
来
賓
も
お
招 

き
せ
ず
規
模
を
縮
小
し
、
最
小
限
の
人
数
で
開
催 

致
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
藤
井
清
司
理
事
長
が
開
会
の
挨
拶 

を
行
い
、
祝
電
の
披
露
、
議
長
、
議
事
録
署
名
人 

の
選
出
を
行
い
、
議
事
に
入
り
、
報
告
事
項
に
続 

き
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
２６
名
が
お
名
前
の 

ご
紹
介
の
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
表
彰
さ
れ
総
会 

は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

理理
事事
長長
挨挨
拶拶

  

理
事
長 

藤
井 

清
司 

 

公
益
社
団
法
人
四
條
畷
市
シ
ル 

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
２
年 

度
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、 

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

初
め
に
、
今
年
の
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催 

期
日
の
延
期
な
ど
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、 

総
会
の
開
催
場
所
を
縮
小
し
て
、
役
員
な
ど
最
小 

限
の
人
数
で
無
事
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し 

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
四
條
畷
市
長
を
は
じ 

め
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席
の
上
、
ご
挨
拶
を
い 

た
だ
く
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
般
の
事
情 

に
よ
り
非
常
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
来
賓 

の
ご
出
席
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の 

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
度
の
政
府
の
経
済
報
告
で
は
、
景 

気
は
緩
や
か
に
回
復
傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て 

い
ま
し
た
が
、
年
度
終
盤
に
な
る
と
、
新
型
コ
ロ 

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
企
業
や
個
人 

の
活
動
が
制
限
や
自
粛
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
経 

済
活
動
に
影
響
が
出
始
め
、
最
新
の
政
府
の
発
表 

に
よ
る
と
、「
急
速
に
悪
化
し
、
極
め
て
厳
し
い
状 

況
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
元
年
度
契 

約
金
額
は
、
請
負
事
業
で
２
億
４
，
３
０
２
万
円
、 

労
働
者
派
遣
事
業
で
は
、
１
，
１
７
０
万
円
で
、 

事
業
実
績
の
総
額
は
約
２
億
５
，
４
７
２
万
円
の 

実
績
と
な
り
、
前
年
度
実
績
に
比
べ
約
４
３
３
万 

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
就
業
会
員 

の
減
少
に
よ
る
受
注
減
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

ス
の
影
響
で
公
共
・
民
間
企
業
等
で
会
員
の
就
業 

が
一
時
停
止
に
な
っ
た
事
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま 

す
。 現

在
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

令
和
６
年
度
を
目
標
に
登
録
会
員
数
一
０
０
万
人 

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ 

ー
で
も
地
域
内
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢 

者
を
対
象
に
、
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
配
布
、
既
存 

会
員
に
よ
る
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
、 

会
員
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が 

ら
前
年
度
よ
り
２１
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今 

年
度
も
引
き
続
き
、
会
員
拡
大
に
努
め
、
高
齢
者 

が
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る
セ
ン 

タ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

令
和
元
年
度
の
事
故
件
数
は
、
傷
害
事
故
が
２ 

件
増
の
６
件
と
な
り
、
賠
償
事
故
は
１
件
減
の
３ 

件
と
減
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
就
業
中
や
通 

勤
途
上
の
転
倒
や
草
刈
り
作
業
中
の
飛
石
な
ど
事 

故
防
止
に
最
善
の
注
意
を
払
っ
て
頂
き
、
無
事
故 

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
皆
様
と
共
に
目
指 

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
会
員
並
び
に
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま 

す
、
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
を
合
い
言
葉
に
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
依
頼
し
て
良 

か
っ
た
と
、
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
る 

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力 

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
総
会
で
は
、
報
告
事
項
の
令
和
２
年
度
の
事 

業
計
画
及
び
収
支
予
算
並
び
に
令
和
元
年
度
の
事 

業
報
告
及
び
収
支
決
算
等
を
審
議
し
て
頂
き
ま
す 

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

本
日
の
総
会
終
結
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
な 

り
ま
し
た
。
平
成
２１
年
度
の
総
会
で
理
事
長
に
選 

任
さ
れ
１１
年
間
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
の
は
、
ひ
と
え
に
会
員
を
初
め
関
係
各
位
の
ご 



（３）             シルバーなわて         令和 ２年 ９月１５日   第４０号 

支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
た
事
を
心
か
ら
お
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。 

総
会
終
了
後
、
新
た
な
理
事
長
が
選
任
さ
れ
る 

事
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援 

並
び
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
簡
単 

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。 

 

審審

議議

事事

項項

  

  

《《
報報
告告
事事
項項
》》  

報報
告告
第第
１１
号号  

令令
和和
元元
年年
度度
収収
支支
補補
正正
予予
算算
のの
報報
告告
にに
つつ
いい
てて  

報報
告告
第第
２２
号号  

令令
和和
２２
年年
度度
事事
業業
計計
画画
及及
びび
収収
支支
予予
算算
のの
報報
告告
にに
つつ
いい
てて  

《《
議議
案案
事事
項項
》》  

第第
１１
号号
議議
案案  

令令
和和
元元
年年
度度
事事
業業
報報
告告
及及
びび
収収
支支
決決
算算
にに
つつ
いい
てて  

第第
２２
号号
議議
案案  

公公
益益
社社
団団
法法
人人
四四
條條
畷畷
市市
シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー  

定定
款款
のの
一一
部部
変変
更更
にに
つつ
いい
てて  

第第
３３
号号
議議
案案  

公公
益益
社社
団団
法法
人人
四四
條條
畷畷
市市
シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー  

役役
員員
報報
酬酬
等等
規規
程程
のの
一一
部部
改改
正正
にに
つつ
いい
てて  

第第
４４
号号
議議
案案  

役役
員員
のの
補補
欠欠
選選
任任
にに
つつ
いい
てて  

                  

表表  

彰彰  

者者    

◎
会
員
表
彰
者
２６
名 

１０
年
以
上
在
籍
し
、
か
つ
事
業
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
） 

 
笹笹
木木
千千
代代
一一  

  

西西
田田  

忠忠
則則    

  

宇宇
野野  

静静
枝枝  

喜喜    
永永
利利  

  

松松
村村  

和和
子子    

  

山山
内内  

正正
治治  

近近
藤藤  

良良
雄雄  

  

浅浅
原原  

眞眞
理理  

  
  

浅浅
原原  

整整
一一  

古古
割割  

吉吉
宏宏  

  
西西
田田  

義義
之之  

  
  

川川
角角  

岩岩
雄雄  

山山
口口  

長長
彦彦    

  
武武
本本  

徳徳
雲雲  

  
  

中中
村村  

陽陽
子子  

服服
部部  

弘弘  
  

  

島島
田田  
貞貞
子子  

  
  

脇脇    

則則
雄雄  

中中
村村  

義義
信信    

  

中中
川川  
和和
子子  

  
  

永永
吉吉    

新新  

山山
田田
ママ
ササ
エエ    

江江
連連  

克克
巳巳  

  
  

前前
川川  

邦邦
夫夫  

西西
田田    

剛剛    
    

井井
島島  

秀秀
子子  

  
    

    

※
総
会
終
了
後
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
井
清 

司
理
事
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
理
事
長
に
田
中
俊 

行
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

新新
理理
事事
長長
挨挨
拶拶

  

理
事
長 

田
中 

俊
行 

 

こ
の
度
、
６
月
５
日
付
け
を 

も
ち
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人 

四
條
畷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ 

ー
理
事
長
の
職
に
就
任
い
た
し
ま 

し
た
田
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は 

ご
ざ
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発 

展
の
た
め
、
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま 

す
の
で
、
何
卒
前
任
者
同
様
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜 

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

退退
任任
役役
員員
（（感感
謝謝
状状
贈贈
呈呈
者者
））  

１１
名名    

    理理  

事事  

藤藤  

井井  

清清  

司司  

                      

役役員員退退任任にによよるる感感謝謝状状贈贈呈呈  



 第４０号           シルバーなわて       令和 ２年 ９月１５日      （４） 

安安
全全
便便
りり  

安
全
就
業
推
進
員 

５
月
末
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
所
有
の
車 

輌
を
使
用
中
に
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
内
で
接
触
事
故 

が
あ
り
ま
し
た
。 

幸
い
、
駐
輪
中
の
バ
イ
ク
と
の
接
触
事
故
な
の 

で
、
バ
イ
ク
を
倒
し
た
も
の
の
、
運
転
手
は
お
ら 

ず
怪
我
は
な
い
事
故
で
し
た
。 

し
か
し
、
接
触
し
た
事
を
発
注
者
及
び
シ
ル
バ 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
報
告
が
な
く
、
バ
イ
ク
所
有 

者
が
傷
つ
い
た
バ
イ
ク
に
気
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン 

管
理
人
を
通
じ
て
防
犯
カ
メ
ラ
で
確
認
し
た
所
、 

セ
ン
タ
ー
の
車
が
バ
イ
ク
に
ぶ
つ
か
っ
て
倒
れ
、 

そ
の
バ
イ
ク
を
会
員
が
引
き
起
こ
し
て
い
た
事
が 

防
犯
カ
メ
ラ
に
写
っ
て
お
り
、
事
故
が
発
覚
し
た 

次
第
で
す
。 

相
手
の
方
は
、
倒
さ
れ
た
う
え
に
報
告
し
な
か 

っ
た
事
で
大
変
お
怒
り
で
し
た
。 

 

当
該
会
員
は
事
故
を
軽
く
見
て
い
た
為
に
報
告 

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
相 

手
の
方
か
ら
す
れ
ば
事
故
を
隠
し
た
と
思
わ
れ
て 

も
仕
方
な
い
行
為
で
す
。 

 

今
後
、
些
細
な
事
で
も
誰
か
に
何
か
が
当
た
っ 

た
り
、
何
か
に
ぶ
つ
け
た
り
し
た
場
合
、
ま
た
、 

苦
情
な
ど
を
言
わ
れ
た
場
合
、
必
ず
事
務
局
ま
で 

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

過
去
に
も
、
気
づ
い
た
ら
車
に
傷
が
増
え
て
い 

る
事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
黙
っ
て
い
る
こ
と
の 

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
運
転
手
以
外
の
方
は
、
車
が
バ
ッ
ク 

す
る
と
き
な
ど
、
周
囲
の
安
全
を
一
緒
に
確
認
す 

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
運
転
手
だ
け
が
悪
く
、 

自
分
に
は
関
係
の
な
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一 

緒
に
作
業
し
て
い
る
仲
間
で
す
。
一
緒
に
安
全
確 

認
や
誘
導
を
し
て
、
運
転
手
を
助
け
て
あ
げ
て
く 

だ
さ
い
。 

 

ま
た
万
が
一
、
人
と
接
触
し
た
場
合
、
相
手
の 

方
が
そ
の
場
で
は
大
丈
夫
と
言
っ
て
も
、
後
か
ら 

相
手
が
警
察
に
報
告
し
た
場
合
ひ
き
逃
げ
に
な
る 

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
速
や
か
に
事
務 

所
と
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

熱熱
中中
症症
のの
注注
意意
喚喚
起起
とと
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、 

マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の 

実
践
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
夏
は
、
例
年
以
上 

に
熱
中
症
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て 

お
り
ま
す
。 

気
象
庁
が
発
表
す
る
高
温
注
意
情
報
や
現
場
状 

況
等
を
勘
案
し
、
気
温
や
湿
度
を
十
分
に
把
握
し 

て
作
業
環
境
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
ま
め 

な
水
分
・
塩
分
の
補
給
、
休
憩
場
所
・
休
憩
時
間 

の
確
保
、
作
業
員
の
体
調
管
理
、
熱
中
症
予
防
に 

係
る
安
全
教
育
な
ど
、
十
分
な
熱
中
症
対
策
を
図 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
暑
熱 

環
境
が
予
測
さ
れ
る
際
に
、
気
象
庁
・
環
境
省
で 

新
た
に
暑
さ
へ
の
「
気
づ
き
」
を
呼
び
か
け
、
熱 

中
症
予
防
行
動
を
効
果
的
に
促
す
た
め
の
情
報
提 

供
（
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
試
行
）
」
）
が 

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、 

関
東
甲
信
地
方
の
１
都
８
県
（
東
京
都
、
茨
城
県
、 

栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川 

県
、
山
梨
県
、
長
野
県
）
で
先
行
的
に
実
施
し
、 

来
年
度
か
ら
全
国
で
本
格
運
用
の
予
定
と
な
っ
て 

お
り
ま
す
。 

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、 

ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
際
の
熱
中
症
予
防
対
策 

に
つ
い
て
、
普
段
以
上
に
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま 

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      



（５）             シルバーなわて         令和 ２年 ９月１５日   第４０号 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ 

 
①①
就就
業業
相相
談談
会会
のの
開開
設設
にに
つついい
てて 

 

毎
月
第
３
金
曜
日(

左
記
日
程)

の
午
後
３
時
か
ら 

完
全
予
約
制
で
就
業
相
談
会
を
理
事
の
協
力
の
も 

と
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
す
る
に
当
た
り
、
希 

望
す
る
職
種
や
条
件
及
び
就
業
意
欲
な
ど
、
個
別
に 

面
談
を
し
、
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業 

発
展
に
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
実
施
す
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
参
加
下
さ
い
。 

 

当
日
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら
入
会
説
明
会
が 

あ
り
、
終
了
後
に
開
会
し
ま
す
。 

 

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了 

承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

☆☆
今今
後後
のの
予予
定定
日日  

 
 

◎
令
和
２
年
９
月
１８
日
（
金
） 

◎
令
和
２
年
１０
月
１６
日
（
金
） 

◎
令
和
２
年
１１
月
２０
日
（
金
） 

◎
令
和
３
年
３
月
１９
日
（
金
） 

◎
令
和
３
年
４
月
１６
日
（
金
） 

 
 

 

※
以
降
は
、
未
定
で
す
。 

 

②②
緊緊
急急
時時
のの
連連
絡絡
先先
にに
つついい
てて 

 

近
年
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
及
び
夜
間
の 

就
業
が
増
え
て
き
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
は
、 

休
業
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
の
み
連
絡
が
で 

き
る
連
絡
先
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ 

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
『
就就
業業
中中
にに
事事
故故
（（
ケケ  

ガガ
））
をを
しし
たた
』
や
『
就就
業業
中中
にに
体体
調調
がが
悪悪
くく
なな
っっ
たた
』 

な
ど
、
緊
急
に
連
絡
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合 

の
み
対
応
さ
せ
て
頂
く
も
の
で
す
。 

緊
急
性
の
な
い
も
の
に
関
し
て
は
対
応
で
き
ま
せ 

ん
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま 

す
。 

  

☆☆
緊緊
急急
時時
のの
連連
絡絡
先先
電電
話話
番番
号号  

  

 

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。   

 

☆☆
訪訪
問問
介介
護護
事事
業業
緊緊
急急
時時
連連
絡絡
先先
電電
話話
番番
号号  

  

 

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。  

③③
『『ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
』』のの
取取
りり
扱扱
いい
にに
つついい
てて 

 

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
２８
年 

１
月
か
ら
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
の
本
格
的
運
用 

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
・ 

災
害
対
策
の
行
政
３
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー 

ド
』
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
『
請
負
・
委
任
』
就
業
で 

の
報
酬
（
配
分
金
）
は
税
制
上
で
は
雑
所
得
に
な
り 

源
泉
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
』 

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、『
シ
ル
バ 

ー
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
』
就
業
で
の
報
酬
は
、 

給
与
所
得
と
な
り
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す 

の
で
、『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
』
の
提
出
が
必
要
と
な
り 

ま
す
。
提
出
が
必
要
な
方
に
は
担
当
者
か
ら
別
途 

通
知
し
ま
す
。 

④④
セセ
ンン
タタ
ーー
駐駐
車車
場場
にに
つついい
てて 

 

セ
ン
タ
ー
へ
の
自
家
用
車
で
の
来
所
に
つ
い
て 

は
、
原原
則則
禁禁
止止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
近
所
か
ら
の 

苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
協 

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
外
に
つ
き
ま
し
て
は 

市
道
の
た
め
、
絶
対
に
止
め
な
い
よ
う
に
併
せ
て 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

※※
田田
原原
地地
区区
のの
会会
員員
はは
除除
きき
まま
すす
。。  

００
８８
００
――
８８
５５
２２
６６
――
４４
７７
００
４４  

００
９９
００
――
１１
００
２２
８８
――
２２
４４
９９
６６  



 第４０号           シルバーなわて       令和 ２年 ９月１５日      （６） 

会会
報報
編編
集集
委委
員員
会会
かか
らら
おお
願願
いい  

会
報
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
れ
ば
と 

思
い
作
っ
て
お
り
ま
す
が
原
稿
が
な
く
頭
を
悩 

ま
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
更
に
お
願
い
で
す
が
、
ど
ん
な
こ 

と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

次
の
よ
う
な
内
容
で
原
稿
用
紙
１
枚
か
２
枚 

程
度
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

イ 

会
員
と
し
て
、
働
く
喜
び
、
生
き
が
い
な
ど 

の
自
己
体
験
等 

ロ 

同
好
会
、
旅
行
等 

ハ 

随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等 

 

ニ 

趣
味
の
園
芸
、
写
真
等
・
そ
の
他 

☀
 

次
回
、
会
報
の
発
行
は
令
和
３
年
1
月
で
す
。 

☀
 

原
稿
の
締
切
り
は
12
月
11
日
迄
に
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す 

よ
う
お
願
し
ま
す
。 

 

 

編編  
集集  
後後  

記記 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
る
気
配
を
見
せ 

ま
せ
ん
。
感
染
予
防
に
は
マ
ス
ク
・
う
が
い
・
換 

気
・
手
洗
い
・
距
離
を
保
つ
な
ど
注
意
が
必
要
で 

す
。 

 

特
に
マ
ス
ク
は
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
と
離
れ
て
い
る
と
き
は
外 

す
な
ど
、
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。 

 

今
期
か
ら
理
事
長
が
田
中
氏
に
交
代
さ
れ
ま
し 

た
。
新
し
い
時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
ご
活 

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

い
つ
も
よ
り
会
報
の
発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま 

し
た
。
次
回
の
発
行
時
に
は
コ
ロ
ナ
騒
動
も
落
ち 

着
い
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

編編
集集
委委
員員
一一
同同    

    
就就業業実実績績及及びび会会員員状状況況 令令和和元元年年度度（（平平成成３３１１年年４４月月～～令令和和２２年年３３月月）） 

 受注件数 就業延人員 契 約 金 額 会 員 数 就業実人員 期間就業率 

今 年 度 1,900 件 54,649 人日 243,028,724 円 451 人 428 人 94.9％  

前年対比 ▲1.8％  ▲1.6％  ▲1.5％  ▲5.6％  ▲2.7％  3.0％  

配配分分金金支支払払いい予予定定日日 ★★配配分分金金明明細細書書はは２２００日日以以降降にに事事務務所所ままでで取取りりにに来来てて下下ささいい！！ 

８月分 令和 ２年 ９月２５日（金） ９月分 令和 ２年１０月２６日（月） 

１０月分 令和 ２年１１月２５日（水） １１月分 令和 ２年１２月２５日（水） 

１２月分 令和 ３年 １月２５日（月） １月分 令和 ３年 ２月２５日（木） 

同好会々員募集 ◎入会を希望される方は各代表まで連絡してください。 

手 芸 友 の 会         毛 筆 同 好 会         パソコン同好会 

代 表 岩城 喜美子       代 表 宮西 正隆         代 表  楠 幸司 

８６２－１７３８        ８７６－２４６５        ８６３－７０３０ 
 


